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ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１１２　 ２

▲ 議長選挙の様子。黒岩新副議長が代理で議

長の職務を行いました

▲ 議長選挙後に黒岩新副議長と議長の職務を

交代した浅沼新議長

▲ 新議長に浅沼克行議員(右)、副議長に黒岩巧議員(左)が就任しました

　
平
成
29
年
５
月
第
２
回
長

野
原
町
議
会
臨
時
会
が
５
月

16
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員

会
委
員
や
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
選
任
、
新
議
長
・
副

議
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ

れ
、
議
会
構
成
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
新
議
長
に

浅
沼
克
行
議
員
（
上
写
真
１

右
）
が
就
任
し
、
新
副
議
長

に
は
黒
岩
巧
議
員
（
上
写
真

１
左
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
な
議
会
構
成
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）
。

（※
）
特
別
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
６
月
13
日

新
議
長
就
任
な
ど

　
町
議
会
が
新
体
制
に

新
議
長
に

浅
沼
前
副
議
長
が
就
任

（
火
）
に
開
か
れ
た
平
成
29

年
６
月
第
２
回
長
野
原
町
議

会
定
例
会
の
最
終
日
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
正
副
議
長
】

　
議
　
長
　
浅
沼
　
克
行

　
副
議
長
　
黒
岩
　
巧

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
委
員
長
　
大
羽
賀
　
進

　
副
委
員
長

　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
豊
田
　
銀
五
郎

常任委員会と特別委員会

１）常任委員会　

　議会が合理的・能率

的な審査や調査ができ

るよう条例で置くこと

ができる（任意制の）

委員会。各部門に属す

る事務調査や議案、請

願などを審査する。

２）特別委員会　

　議会の議決で付議さ

れた(特定の)事件を調

査・審査するため、条

例で置くことができる

委員会。

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
入
澤
　
勝
彦

　
副
委
員
長

　
牧
山
　
明

　
委
　
員
　
篠
原
　
茂

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
浅
沼
　
克
行

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
豊
田
　
銀
五
郎

　
副
委
員
長

　
冨
澤
　
重
男

　
委
　
員
　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

　
委
員
長
　
牧
山
　
明

　
副
委
員
長

　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

【
八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
】

　
委
員
長
　
豊
田
　
銀
五
郎

　
副
委
員
長

　
篠
原
　
茂

　
委
　
員
　
冨
澤
　
重
男

　
委
　
員
　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
浅
沼
　
克
行

【
災
害
対
策
特
別
委
員
会
】

　
委
員
長
　
浅
沼
　
克
行

　
副
委
員
長

　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
ほ
か
８
議
員
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町議会が新体制になりました

議長就任の

ご挨拶

議 長　浅沼　克行

　
平
成
29
年
５
月
第
２
回
長

野
原
町
議
会
臨
時
会
が
５
月

16
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員

会
委
員
や
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
選
任
、
新
議
長
・
副

議
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ

れ
、
議
会
構
成
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
新
議
長
に

浅
沼
克
行
議
員
（
上
写
真
１

右
）
が
就
任
し
、
新
副
議
長

に
は
黒
岩
巧
議
員
（
上
写
真

１
左
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
な
議
会
構
成
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）
。

（※

）
特
別
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
６
月
13
日

（
火
）
に
開
か
れ
た
平
成
29

年
６
月
第
２
回
長
野
原
町
議

会
定
例
会
の
最
終
日
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
正
副
議
長
】

　
議
　
長
　
浅
沼
　
克
行

　
副
議
長
　
黒
岩
　
巧

【
議
会
運
営
委
員
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委
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長
　
大
羽
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井
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入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
豊
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五
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総
務
文
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常
任
委
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】

　
委
員
長
　
入
澤
　
勝
彦

　
副
委
員
長

　
牧
山
　
明

　
委
　
員
　
篠
原
　
茂

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
浅
沼
　
克
行

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
豊
田
　
銀
五
郎

　
副
委
員
長

　
冨
澤
　
重
男

　
委
　
員
　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

　
委
員
長
　
牧
山
　
明

　
副
委
員
長

　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

【
八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
】

　
委
員
長
　
豊
田
　
銀
五
郎

　
副
委
員
長

　
篠
原
　
茂

　
委
　
員
　
冨
澤
　
重
男

　
委
　
員
　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
浅
沼
　
克
行

【
災
害
対
策
特
別
委
員
会
】

　
委
員
長
　
浅
沼
　
克
行

　
副
委
員
長

　
黒
岩
　
巧

　
委
　
員
　
ほ
か
８
議
員

常任委員会の所管事務

１）議会運営委員会　

　議会の運営や会議規則、議長の諮問に関

する事項等の調査を行い、議案や請願等を

審査する委員会。

２）総務文教常任委員会　

　町の財政や社会福祉、民生、教育その他

等、ほかの委員会に属しない事項を調査・

審査する（常任）委員会。

３）産業建設常任委員会　

　産業経済や商工観光、地域振興、土木建

設、道路河川、上下水道に関する事項を調

査・審査する（常任）委員会。

　このたびの５月臨時会において議員皆様のご推

挙により、議長という大役を仰せつかりました。

身に余る光栄であり深く感謝申し上げると共に、

責任の重さを深く感じております。

　長い間、本町の最重要課題でありました「八ッ

場ダム」につきましても、政権交代など紆余曲折

ありましたが、平成３１年度にはダム本体完成と

いう最終局面を迎えつつあります。今後は、ダム

完成後のあり方を見据え、考えて行かなければな

らないと感じております。

　さらに本町は、産業振興や雇用の場の確保、少

子高齢化問題など行政が関わらなければならない

諸問題を抱えております。

　町議会といたしましても「住みよい町づくり」

を目指し、そのために是々非々の気持ちを常にも

って対応していく所存でございます。

　今後とも、町議会に対しましてご指導、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。

うよきょくせつ

べんたつ

ぜ ぜ ひ ひ

しもん

【
国
県
道
改
良
等
促
進
特
別
委
員
会

】



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１１２　 ４

６月定例会の概要

６
月
定
例
会
で

全
案
件
可
決･

同
意･

認
定

　
６
月
定
例
会
で
は
人
事
案

件
12
件
、
条
例
改
正
２
件
、

契
約
の
締
結
・
変
更
７
件
な

ど
全
33
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
（
同
意
・
認
定
）
し

ま
し
た
。

　
定
例
会
２
日
目
に
は
平
成

28
年
度
２
企
業
会
計
（
浅
間

上
水
道
事
業
会
計
・
北
軽
井

沢
簡
易
水
道
事
業
会
計
）
の

決
算
認
定
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
両
会
計
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
31
日
ま
で
に

平
成
29
年
６
月
第
２
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
、

会
期
を
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
と
し
、

同
月
６
日
・
13
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

受
理
さ
れ
た
陳
情
15
件
は
定

例
会
初
日
に
各
常
任
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
採
択
13
件
、
不
採
択

２
件
と
な
り
ま
し
た
。
（
関

連
10
～
11
頁
）

　
な
お
、
定
例
会
２
日
目
に

行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
黒
岩

議
員
と
牧
山
議
員
の
２
名
が

登
壇
し
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
（
関
連
12
～
14
頁
）

議 案 番 号

同意第１号

同意第２号

～

同意第１３号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

～

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

選挙第１号

選挙第２号

選挙第３号

認定第１号

認定第２号

議　案　名

町農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半数を占めることを

要しない場合の同意について

町農業委員会委員の任命同意について（１２名）

町税条例の一部を改正する条例制定について

町立学校施設の使用に関する条例の一部を改正する条例制定について

町道路線廃止について（町道１－１１号線他８路線）

町道路線認定について（町道４－２７号線）

工事委託契約の締結について（町道関係）

工事委託契約の変更について（八ッ場ダム観光用エレベータ設置工事）

平成29年度町一般会計補正予算（第１号）について

平成29年度町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

平成29年度町へき地診療所特別会計補正予算（第１号）について

平成29年度町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について

工事請負契約の締結について（町役場新庁舎・住民総合センター新築工事）

西吾妻衛生施設組合議会議員の補欠選挙について

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙について

西吾妻福祉病院組合議会議員の補欠選挙について

平成28年度町浅間上水道事業会計決算認定について

平成28年度町北軽井沢簡易水道事業会計決算認定について

備　考

関連６頁

関連７頁

関連７頁

関連８頁

関連７頁

関連６頁

関連５頁

関連12頁

関連９頁

■６月定例会で可決・同意・認定された議案一覧（順不同）

企
業
会
計
決
算
な
ど

全
33
議
案
を
可
決
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▲ 萩原町長が登壇し、議案の提案理由を述べる様子（６月６日・定例会初日）

▲ 新庁舎と住民総合センター（イメージ）

町
役
場
新
庁
舎
・
住
民
総
合
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

工
事
請
負
契
約
を
可
決

　

長
野
原
町
役
場
新
庁
舎
・

住
民
総
合
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
無
記
名
投
票
に
よ
り
採
決

し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。
（
６
月
13
日
・
本
会

議
）

■
契
約
の
目
的

　

長
野
原
町
役
場
新
庁
舎
・
住

　

民
総
合
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

質
疑
応
答

Ｑ
②
．
こ
の
入
札
の
落

札
率
は

Ａ
②
．
適
正
な
率
と
判
断

■
契
約
金
額

　

17
億
９
２
８
０
万
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　

１
億
３
２
８
０
万
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　

佐
田
・
吉
澤
・
東
光
特
定

　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

[

代
表
者]

　

佐
田
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長 

荒
木 

徹

黒
岩
議
員　

指
名
業
者
や
入

札
回
数
等
の
入
札
概
要
を
。

総
務
課
長　

業
者
に
つ
い
て

は
４
月
中
旬
に
予
備
指
名
を

行
い
、
５
月
２
日
の
締
切
時

点
で
４
企
業
体
と
な
っ
た

（
左
記
参
照
）
。
こ
の
４
企

業
体
で
入
札
を
行
っ
た
と
こ

ろ
１
回
で
落
札
と
な
っ
た
。

■
入
札
に
参
加
し
た
４
企
業
体

①
池
原
・
グ
ラ
ン
ド
リ
サ
ー

　

チ
竹
内
組
特
定
Ｊ
Ｖ

②
南
波･

野
口･

黒
田
特
定
Ｊ
Ｖ

③
佐
田･

吉
澤･

東
光
特
定
Ｊ
Ｖ

④
渡
辺･

都･

大
和
特
定
Ｊ
Ｖ

（
順
不
同
）

（※

）
Ｊ
Ｖ
は
共
同
企
業
体

の
こ
と
。

牧
山
議
員　

こ
の
入
札
に
お

け
る
落
札
率
は
ど
の
く
ら
い

に
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

お
お
よ
そ
99
％

く
ら
い
。

Ｑ
①
．
指
名
業
者
等
の

入
札
概
要
説
明
を

Ａ
①
．
４
企
業
体
が
参

加
し
１
回
で
落
札
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６月定例会の内容
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■平成29年度一般・特別会計補正予算表（６月定例会分）

4,251万3千円

365万8千円

△181万円

23万6千円

4,459万7千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

合　　　計

88億9,192万3千円

9億400万1千円

8,193万1千円

2億416万7千円

－

補正後の総額
29

４

4,500

29
４
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６月定例会の内容

５
町
道
改
築
工
事
の

委
託
契
約
を
可
決

　

町
道
川
原
湯
温
泉
幹
線
街

路
や
町
道
林
長
野
原
線
な
ど

町
道
改
築
工
事
の
委
託
契
約

５
件
（
下
表
参
照
）
を
無
記

名
投
票
に
よ
り
採
決
し
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
６
日
・
本
会
議
）

町
税
条
例
を

一
部
改
正
し
ま
し
た

■工事委託契約を締結した町道関係工事一覧（６月定例会分）

契約金額

8,062万7千円

3億9,564万円

4億円

2億円

5,000万円

契　約　名

町道川原湯温泉幹線街路改築工事

町 道 林 長 野 原 線 改 築 工 事

町道林長野原線改築工事(その２)

町道林長野原線改築工事(その３)

町 道 林 線 改 築 工 事

契約の相手方

関東地方整備局長　大西　亘

※ 契約金額は取引に係る消費税および地方消費税の額を含む

ダ
ム
関
連
工
事
委
託
の

変
更
契
約
可
決

　

八
ッ
場
ダ
ム
観
光
用
エ
レ

ベ
ー
タ
設
置
工
事
は
国
土
交

通
省
に
委
託
し
、
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
変
更
契
約
は
エ
レ

ベ
ー
タ
を
国
土
交
通
省
が
河

川
管
理
施
設
の
一
部
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
と
し
た
た

め
、
１
億
９
７
３
５
万
１
千

円
を
減
額
し
総
額
１
億
２
１

７
６
万
円
で
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
、
無
記
名
投
票
に

よ
る
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
６

月
６
日
・
本
会
議
）

■
契
約
の
目
的

　

八
ッ
場
ダ
ム
観
光
用
エ
レ

　

ベ
ー
タ
設
置
工
事

（
平
成
28
年
度
～
30
年
度
）

■
契
約
金
額

　

[
変
更
前]

　

３
億
１
９
１
１
万
１
千
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　

２
３
６
３
万
７
８
５
１
円
）

　

[

変
更
後]

　

１
億
２
１
７
６
万
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　

９
０
１
万
９
２
５
９
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　

関
東
地
方
整
備
局
長

　

大
西 

 

亘

　

中
央
小
の
屋
内
プ
ー
ル

を
町
内
外
の
ク
ラ
ブ
や
団

体
等
へ
貸
し
出
し
す
る
際

の
照
明
料
、
町
外
者
や
営

利
目
的
の
町
内
者
へ
貸
し

出
し
す
る
際
の
使
用
料
を

徴
収
す
る
規
定
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

町
立
学
校
施
設
の
使
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
（
下
表
参

照
）
。
（
６
月
６
日
・
本

会
議
）

中央小学校屋内プール　　　　　　　　

照明料・使用料徴収規定を整備

１時間あたり

営利目的町内者

１，０００円

町　外　者

２，５００円

■条例改正により追加された照明料・使用料

　１）中央小の屋内プール照明料について　

　　町内外者とも１時間につき 2,000円を徴収

　２）中央小の屋内プール使用料について　

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
長
野
原
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
６
月
６
日
・
本
会
議
）

　

主
な
改
正
内
容
は
、
固
定

資
産
税
等
に
お
け
る
課
税
標

準
の
わ
が
ま
ち
特
例
を
追
加

す
る
も
の
で
、
家
庭
的
・
居

宅
訪
問
型
・
事
業
所
内
保
育

事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が

当
事
業
を
行
う
事
業
所
の
家

屋
や
償
却
資
産
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
額

に
乗
ず
る
割
合
を
２
分
の
１

と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
特
例
は
平
成
30
年
度
以

降
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

適
用
し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
特
例
の
追
加

を
行
い
ま
し
た
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６月定例会の内容

▲ 認定された町道４－２７号線

■廃止した町道路線一覧（６月定例会分）

起 点 地 番

大字川原畑字東宮乙406番

大字川原湯字東久保440番2

大字川原湯字新井門408番1

大字川原湯字新井門407番4

大字川原湯字西ノ上334番

大字川原湯字前原137番2

大字横壁字勝沼938番1

大字横壁西久保117番

大字林字久森甲1663番1

路　線　名

町道１－１１号線

町道２－１号線

町道２－２号線

町道２－３号線

町道２－４号線

町道２－５号線

町道３－５号線

町道３－１２号線

町道４－１８号線

延　長

132.82ｍ

268.47ｍ

677.20ｍ

108.92ｍ

120.12ｍ

620.24ｍ

65.23ｍ

61.48ｍ

130.90ｍ

終 点 地 番

大字川原畑字東宮410番

大字川原湯字金花山林班131

大字川原湯字東久保446番2

大字川原湯字新井門408番4

大字川原湯字西ノ上甲353番

大字川原湯字前原136番1

大字横壁字勝沼951番1

大字横壁西久保124番3

大字林字久森乙1668番1

幅　員

1.00～ 3.10ｍ

4.40～15.70ｍ

1.00～ 1.60ｍ

2.85～ 3.00ｍ

1.30～ 2.25ｍ

1.70～ 2.90ｍ

2.85～ 3.56ｍ

3.40～ 3.70ｍ

4.90～12.00ｍ

■認定した町道路線一覧（６月定例会分）

起 点 地 番

大字林字東原1489番6

路　線　名

町道４－２７号線

延　長

239.40ｍ

終 点 地 番

大字林字東原1552番27

幅　員

4.00～6.00ｍ

町
道
１
路
線
認
定
、

９
路
線
廃
止

　
林
地
区
東
原
代
替
地
内
の

道
路
で
あ
る
町
道
４

－

27
号

線
は
国
道
１
４
５
号
バ
イ
パ

ス
と
県
道
林
長
野
原
線
を
結

ぶ
道
路
で
す
（
左
写
真
）
。

今
回
、
土
地
利
用
の
た
め
の

町
道
４

－

27
号
線
を

認
定
し
ま
し
た

進
入
路
と
し
て
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
道
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
。
（
６
月
６

日
・
本
会
議
）

　
な
お
、
認
定
さ
れ
た
町
道

４

－

27
号
線
の
概
要
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
に

伴
い
道
路
機
能
が
失
わ
れ
、

一
般
交
通
に
供
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
町
道
９

路
線
を
廃
止
し
ま
し
た
。

（
６
月
６
日
・
本
会
議
）

　
な
お
、
廃
止
さ
れ
た
９
路

線
の
概
要
に
つ
い
て
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

ダ
ム
建
設
に
伴
い

町
道
９
路
線
を
廃
止

専
決
処
分
の
承
認

■
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
軽
自
動
車
税
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適

用
期
限
延
長
な
ど
が
主
な
改

正
内
容
で
す
。

■
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
所
得
者
に
課
税
す
る
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
５
割
軽
減
世
帯

や
２
割
軽
減
世
帯
の
軽
減
判

定
所
得
を
見
直
す
も
の
で

す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
軽

減
対
象
と
な
る
所
得
が
引
き

専
決
処
分

３
件
を
承
認

５月臨時会
上
げ
ら
れ
、
対
象
世
帯
が
拡

充
さ
れ
ま
す
。

※

軽
減
判
定
所
得

　
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員

　
の
総
所
得
金
額
等
を
合
算

　
し
た
金
額

■
町
水
源
地
域
に
お
け
る
固

　
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
本
町
で
は
八
ッ
場
ダ
ム
建

設
に
伴
う
代
替
地
へ
の
移
住

に
よ
り
、
移
住
者
が
家
屋
等

を
取
得
し
た
場
合
の
固
定
資

産
税
急
増
に
よ
る
負
担
を
緩

和
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
は
こ
の
減
免

制
度
の
期
限
を
２
年
延
長

し
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
と
す
る
も
の
で
す
。
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平成28年度企業会計決算

専
決
処
分
の
承
認

■
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
軽
自
動
車
税
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適

用
期
限
延
長
な
ど
が
主
な
改

正
内
容
で
す
。

■
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
所
得
者
に
課
税
す
る
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
５
割
軽
減
世
帯

や
２
割
軽
減
世
帯
の
軽
減
判

定
所
得
を
見
直
す
も
の
で

す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
軽

減
対
象
と
な
る
所
得
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
対
象
世
帯
が
拡

充
さ
れ
ま
す
。

※

軽
減
判
定
所
得

　
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員

　
の
総
所
得
金
額
等
を
合
算

　
し
た
金
額

■
町
水
源
地
域
に
お
け
る
固

　
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

[

概
　
要]

　
本
町
で
は
八
ッ
場
ダ
ム
建

設
に
伴
う
代
替
地
へ
の
移
住

に
よ
り
、
移
住
者
が
家
屋
等

を
取
得
し
た
場
合
の
固
定
資

産
税
急
増
に
よ
る
負
担
を
緩

和
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
は
こ
の
減
免

制
度
の
期
限
を
２
年
延
長

し
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
と
す
る
も
の
で
す
。

平成28年度

企業会計決算

認　定

浅
間
上
水
道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水
道
事
業
会
計

２
企
業
会
計
決
算
を
認
定

　
平
成
28
年
度
浅
間
上
水
道

事
業
会
計
や
北
軽
井
沢
簡
易

水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
原

案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し

た
。(

６
月
13
日
・
本
会
議)

黒
岩
議
員
　
監
査
委
員
の
指

摘
で
老
朽
配
水
管
の
計
画
的

な
更
新
を
行
う
べ
き
と
あ
る

が
、
２
事
業
と
も
残
っ
て
い

る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
布
設
替
え
の

進
捗
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
浅
間
上
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
と
布
設
替
え
済

み
の
塩
化
ビ
ニ
ル
管
そ
れ
ぞ

れ
約
50
％
。
北
軽
井
沢
簡
易

水
道
は
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が

質
疑
応
答

Ｑ
①
．
老
朽
配
水
管
の

布
設
替
え
状
況
は

Ａ
①
．
道
路
改
良
工
事

等
と
同
時
に
実
施

１）収益的収支（損益勘定）

　　企業の１事業年度における営

　業活動で発生する収益とそれに

　対応する費用。

（※）減価償却費のような現金の

　支払いが生じない費用も含まれ

　る。

２）資本的収支（資本勘定）

　　公営企業の将来の経営活動に

　備えて行う建設改良費（固定資

　産の新規取得や増改築等に伴う

　経費）や、これに係る企業債償

　還金などの投資的な支出と財源

　（収入）。

収益的収支と資本的収支

約
20
％
で
塩
化
ビ
ニ
ル
管
が

約
80
％
。

　
更
新
計
画
に
つ
い
て
は
、

道
路
や
下
水
道
の
工
事
と
同

時
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

で
行
っ
て
い
る
。

篠
原
議
員
　
２
会
計
と
も
収

益
に
対
す
る
支
出
が
大
き
い

が
、
見
通
し
は
。

上
下
水
道
課
長
　
例
え
ば
浅

間
上
水
道
事
業
で
は
、
設
備

等
更
新
に
よ
る
減
価
償
却
費

の
増
額
等
が
要
因
で
支
出
が

大
き
い
。

　
今
後
は
投
資
的
な
支
出
が

減
る
見
通
し
で
あ
る
。
会
計

■平成28年度企業会計決算認定概要

収益的

資本的

収益的

資本的

浅 間 上 水 道 事 業 会 計

北軽井沢簡易水道事業会計

収入決算額

4,453万3,081円

－

6,621万5,580円

867万9,558円

支出決算額

5,413万7,423円

802万5,582円

7,538万7,486円

2,198万1,548円

差　引

△960万4,342円

△802万5,582円

△917万1,906円

△1,330万1,990円

会　計　名

（消費税込）

Ｑ
②
．
収
益
に
対
す
る

支
出
が
大
き
い
が

の
健
全
性
確
保
の
た
め
、
今

後
も
更
な
る
費
用
軽
減
に
努

め
た
い
。

Ａ
②
．
費
用
軽
減
に
努

め
た
い
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▲ 受理番号１７号(今井テニスコート付近) ▲ 受理番号１８号（星の子付近）

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
各常任委員会の審議概要

　付託された陳情３件について、６月

６日（火）に審査を行いました。

　応桑区長より提出された街路灯の器

具交換についての陳情(受理番号８号)

総務文教常任委員会

街路灯や消火栓器具交換など

陳情全３件を採択　　　　　

は３０％補助の採択とし、北軽井沢区

長提出の町道１０－４７号線にある消

火栓器具交換についての陳情（受理番

号１１号）については７５％補助の採

択としました。

　また、林区長から提出された横断歩

道設置をお願いする陳情（受理番号５

号）は関係機関へ要望することで採択

しました。

産業建設常任委員会

付託陳情12件中、10件を採択

不採択２件は代替処置対応　

　付託された陳情12件について、６月

６日（火）に審査を行いました。

　大津区長と大津用水組合長の連名で

提出のあった大津用水路改修関係の陳

情（受理番号６号）は採択とし、羽根

尾区長から提出のあった町道７－９号

線拡幅・水路整備についての陳情（受

理番号７号）は、年次計画対応の採択

としました。

　また、応桑区長提出の町道整備関係

陳情２件（受理番号９・１０号）は年

次計画対応の採択としました。北軽井

沢区長提出の県・町道関係陳情８件は

６件（受理番号１２号～１６号・１

９号）を関係機関要望や調査後対応の

採択とし、道路舗装をお願いする陳情

２件（受理番号１７・１８号）は舗装

の必要は少ないと判断し、不採択とし

ましたが掘れた部分の修正など路面修

正を行うこととしました。

　



１１　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１１２

■請願・陳情の審査結果一覧

件　　名

横断歩道設置についての陳情

（県道林長野原線内）

大津用水路二勘支線改修についての

陳情

町道７－９号線の一部片面の拡幅工

事及び河川敷までの水路整備につい

ての陳情

街路灯の器具取り換えについての陳情

道路補修工事についての陳情

（応桑住宅団地内）

町道側溝の溝蓋設置についての陳情

町道１０－４７号線消火栓器具交換

についての陳情

町道大屋原２号線・１０－１７号線

・１０－２０号線、１０－８号線と

１０－１６号線の交差部における舗

装の修復についての陳情

町道大屋原１号線における落石につ

いての陳情

町道北軽井沢湯沢線拡張についての

陳情

県道長野原倉渕線の道路側溝の清掃

についての陳情

県道長野原倉渕線の枝切りについて

の陳情

砂利道の舗装についての陳情

国道１４６号から嶋村敏邸前の道路

の舗装についての陳情

町道地蔵堂２号線舗装の修復につい

ての陳情

提　出　者

林区長　篠原　久之

大津区長　篠原　則夫

大津用水組合長 市村 雄平

羽根尾区長 熊川 美津男

応桑区長　浅井　昭一

応桑区長　浅井　昭一

応桑区長　浅井　昭一

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

北軽井沢区長 石田 俊雄

結　果

採　択

（関係機関へ要望）

採　択

採　択

（年次計画により対応）

採　択

（３０％補助）

採　択

（年次計画により対応）

採　択

（年次計画により対応）

採　択

（７５％補助）

採　択

（調査後対応）

採　択

（調査後対応）

採　択

（調査後対応）

採　択

（関係機関へ要望）

採　択

（関係機関へ要望）

不採択

（路面修正で対応）

不採択

（路面修正で対応）

採　択

受理番号

５号

６号

７号

８号

９号

１０号

１１号

１２号

１３号

１４号

１５号

１６号

１７号

１８号

１９号
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▲ 質問に対し答弁する萩原町長

▲ 町長の答弁を受け、更に質問
　 を行う牧山議員

一 般 質 問
ここが知りたい！

耐
震
改
修
補
助
や

Ｂ
Ｇ
発
電
導
入
求
め
る

バ
イ
オ
ガ
ス

質　問　者 質 問 内 容 ページ

黒岩　巧　議員 住宅耐震改修補助制度の導入を １３

牧山　明　議員 １４バイオガス発電を導入すべき

一
般
質
問
は
議
員
２
名

が
登
壇

照
）
。
今
回
の
一
般
質
問
に

お
い
て
黒
岩
議
員
は
住
宅
耐

震
改
修
補
助
制
度
な
ど
の
導

入
に
つ
い
て
質
問
し
、
牧
山

議
員
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
導
入
に

関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
内
容
を
要
約
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
定
例
会

に
お
い
て
、
各
議
員
が
住
民

の
代
表
と
し
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
正
す
も
の
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
黒
岩
議

員
と
牧
山
議
員
の
２
名
が
登

壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
上

表
お
よ
び
13
頁
～
14
頁
参

　
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
な

ど
３
組
合
議
会
議
員
に
欠
員

が
生
じ
た
た
め
、
各
組
合
議

会
議
員
を
指
名
推
選
に
よ
り

選
任
し
ま
し
た
。
（
６
月
13

日
・
本
会
議
）

　
選
任
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
・
順
不
同
）

■
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
議

　
会
議
員

　
・
入
澤
　
勝
彦

■
西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組

　
合
議
会
議
員

　
・
入
澤
　
勝
彦

　
・
牧
山
　
明

■
西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合
議

　
会
議
員

　
・
入
澤
　
勝
彦

組
合
議
会
議
員
を

選
任
し
ま
し
た

補欠選挙
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黒岩　巧　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

住宅耐震改修

補助制度の導入を

　
　
　

昨
年
11
月
、
群
馬
県

　
　
　

は
耐
震
改
修
促
進
計

画
を
改
定
し
た
。
県
内
住
宅

の
耐
震
化
率
は
80
・
５
％
だ

が
、
西
北
毛
地
域
町
村
の
低

水
準
傾
向
が
目
立
つ
。
な
か

で
も
本
町
は
56
％
で
県
内
25

位
で
あ
る
。

　

耐
震
診
断
補
助
制
度
は
県

内
全
町
村
で
導
入
さ
れ
て
い

る
が
、
耐
震
改
修
補
助
制
度

は
本
町
含
め
13
市
町
村
が
導

入
し
て
い
な
い
。
今
後
の
耐

震
診
断
の
利
用
促
進
や
耐
震

改
修
補
助
制
度
の
導
入
を
含

め
、
本
町
は
住
宅
耐
震
化
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

本
町
に
お
い
て
は
平

　
　
　

成
21
年
度
に
耐
震
改

修
促
進
計
画
、
木
造
耐
震
診

導
入
を
検
討
し
て
い
く

断
者
派
遣
事
業
実
施
要
綱
を

策
定
す
る
な
ど
、
耐
震
化
の

改
善
に
努
め
て
き
た
が
耐
震

診
断
や
改
修
の
必
要
性
を
十

分
に
周
知
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

今
後
は
県
と
も
連
携
し
、

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
改
定

す
る
と
と
も
に
、
現
在
行
っ

て
い
る
住
宅
改
修
助
成
制
度

の
見
直
し
を
視
野
に
、
耐
震

改
修
補
助
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

木
造
耐
震
診
断
者
派

　
　
　

遣
事
業
な
ど
、
町
民

へ
の
周
知
が
不
足
し
て
い
る

た
め
積
極
的
に
制
度
を
周
知

し
て
ほ
し
い
。

　

住
宅
の
耐
震
改
修
と
な
る

と
、
高
齢
者
な
ど
は
改
修
に

高
い
お
金
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
部
分
も
あ
る
か
と

思
う
。
最
低
限
で
も
自
宅
の

耐
震
診
断
を
受
け
、
万
が
一

の
際
に
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要

だ
と
考
え
る
。
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
、
町
民
へ
周
知
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

耐
震
改
修
補
助
制
度
に
つ

い
て
、
県
内
で
は
補
助
率
２

分
の
１
で
上
限
80
万
円
が
多

い
。
他
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
、
導
入
に
向
け
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
「
こ
の
地
域
に
は

大
き
な
地
震
が
な
い
」
と
い

う
よ
う
な
安
全
神
話
を
信
じ

て
い
る
高
齢
者
も
多
い
。
し

か
し
、
大
き
な
地
震
が
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
熊
本
県
の

例
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
し
っ
か

り
と
地
震
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
を
町
が
率
先
し

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　

議
員
指
摘
の
と
お
り

　
　
　

ま
ず
は
耐
震
診
断
に

つ
い
て
周
知
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

耐
震
診
断
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
診
断
者
の
交
通
費
負
担

な
ど
、
規
定
の
整
備
が
不
十

分
な
部
分
も
あ
る
。
要
綱
を

整
備
し
、
耐
震
改
修
補
助
制

度
導
入
と
あ
わ
せ
、
来
年
度

に
予
算
化
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

耐
震
診
断
補
助
や
耐

　
　
　

震
改
修
補
助
に
つ
い

て
は
今
年
度
中
に
方
向
性
を

出
す
と
の
こ
と
だ
が
、
耐
震

改
修
促
進
計
画
に
つ
い
て
も

可
能
な
限
り
早
く
改
定
し
、

周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

耐
震
改
修
促
進
計
画

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
改
定
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
補

助
や
計
画
以
前
に
災
害
の
恐

ろ
し
さ
や
防
災
の
重
要
性
を

周
知
し
、
町
民
の
防
災
意
識

も
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
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牧山　明　議員

▲ ガスを生成した後の残渣は肥料・液
　 肥として二次利用が可能

ここが知りたい！

一 般 質 問

導
入
の
可
能
性
を
検
証

　
　
　

東
日
本
大
震
災
以 

 
 

　
　
　

来
、
風
力
や
地
熱
、

太
陽
光
な
ど
原
発
に
頼
ら
な

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
が
普
及
し
て
き
た
。

な
か
で
も
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

は
高
い
買
い
取
り
価
格
に
後

押
し
さ
れ
、
酪
農
・
畜
産
農

家
の
多
い
北
海
道
で
急
速
に

進
ん
で
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
酪
農
・

畜
産
農
家
の
家
畜
糞
尿
処
理

問
題
対
策
、
液
肥
利
用
に
よ

る
化
学
肥
料
節
減
に
あ
わ
せ

て
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
導
入

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　

本
町
で
は
平
成
27
年

　
　
　

度
に
「
長
野
原
町
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
ま
と
め
、
各
種
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
多
角
的

に
分
析
し
、
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
総
合
的
に
評
価
し

た
と
こ
ろ
。

　

議
員
指
摘
の
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
は
、
有
機
ゴ
ミ
の
発
酵

に
よ
っ
て
生
成
し
た
ガ
ス
を

燃
焼
さ
せ
、
そ
の
熱
を
利
用

し
て
発
電
す
る
と
い
う
新
し

い
技
術
で
あ
り
、
再
評
価
の

必
要
が
あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
検
討
を
行

い
、
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
証
し
た
い
。

　
　
　

例
え
ば
、
北
海
道
の

　
　
　

士
幌
町
で
は
農
協
が

個
々
の
酪
農
家
の
庭
先
に
コ

ン
パ
ク
ト
な
プ
ラ
ン
ト
を
設

置
し
、
酪
農
家
が
運
営
す
る

よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
方
法
で
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
が
、
現
地
の
視
察
等
を

行
っ
た
上
で
検
討
し
、
買
い

取
り
価
格
が
高
い
間
に
事
業

化
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
ほ

し
い
。

　
　
　

国
も
再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
を
支
持
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
有
機
ゴ
ミ

か
ら
ガ
ス
を
生
成
し
た
後
の

残
渣
は
肥
料
や
液
肥
と
し
て

使
え
る
が
、
仮
に
こ
れ
を
使

用
で
き
な
い
場
合
、
新
た
に

廃
棄
処
分
施
設
を
作
る
必
要

が
出
て
く
る
。
そ
う
い
っ
た

部
分
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

も
重
要
で
、
本
町
の
酪
農
家

の
意
識
も
高
め
て
い
く
必
要

も
あ
る
。

　

私
自
身
も
大
変
興
味
の
あ

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
勉
強

不
足
の
部
分
も
あ
る
た
め
、

導
入
の
可
能
性
を
追
求
す
る

こ
と
も
含
め
、
是
非
視
察
の

企
画
や
検
討
を
し
た
い
。

　
　
　

農
業
振
興
、
環
境
問

　
　
　

題
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
新
し
い
産
業
の
創
生
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

か
ど
う
か
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。

　
　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
上

　
　
　

手
く
循
環
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し

い
事
業
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

バイオガス発電を

導入すべき

し

ほ

ろ

ざ
ん
さ



１５　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１１２

▲ 着工式（鍬入れ）の様子

▲ 式典で行われたテープカッ
　 トの様子

▲ 本体工事現場の現地視察

議
会
傍
聴
案
内

えんてい

あなたも
議会を傍聴しませんか？

次

回

定

例

会

９月　５日(火)

　　　12日(火)

19日(火)
※発行日現在の予定

　議会の様子はどなたでも傍聴

することができます。

　傍聴を希望される方は、議会

開催日に直接議場（長野原町役

場２階）までお越しください。

　難しい手続きはなく、予約も

不要です。受付簿に氏名など必

須事項を記入の上、傍聴してく

ださい。会議中の入退室も自由

です。

　なお、開会時間は開催日によ

って異なります。傍聴を希望さ

れる際は長野原町議会事務局ま

でお問い合わせください。

▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

活 動 報 告 ①

片蓋川･濁沢

砂防堰堤

着 工 式

視
察
し
な
が
ら
本
事
業
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
本
町
議
会
議
員

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
出

席
し
、
鍬
入
れ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

片
蓋
川
・
濁
沢
砂
防
堰
堤

着
工
式
が
５
月
21
日(
日)
、

浅
間
園
を
会
場
に
行
わ
れ
、

全
議
員
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
浅
間
山
噴
火

時
の
減
災
対
策
と
し
て
片
蓋

川
・
濁
沢
に
砂
防
堰
堤
群
を

整
備
す
る
も
の
で
、
当
日
は

式
典
前
に
各
砂
防
堰
堤
の
現

場
見
学
も
行
わ
れ
、
現
場
を

活 動 報 告 ②

長野原諏訪大橋

中央長野原橋

開 通 式

　

長
野
原
諏
訪
大
橋
・
中
央

長
野
原
橋
の
開
通
式
が
６
月

24
日
（
土
）
、
町
民
広
場
を

会
場
に
行
わ
れ
、
全
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
多
数
の
来
賓
が

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。活 動 報 告 ③

八ッ場ダム

建設現場

現地視察

　

６
月
20
日
（
火
）
、
八
ッ

場
ダ
ム
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所

に
よ
る
現
地
案
内
や
説
明
を

受
け
る
な
ど
、
工
事
の
進
捗

状
況
等
を
確
認
し
ま
し
た
。



屈折はしご車

▲ 屋外エリアの様子▲ 館内の様子▲ 群馬県警音楽隊による演奏

　長野原町防災フェスタが６月２５日（日）、

若人の館を会場に開催されました。

　館内ステージエリアでは、群馬県警音楽隊に

よる演奏や渋川広域消防本部による東日本大震

災救助活動報告などが行われました。

　屋外エリアでは屈折はしご車や地震体験車、

自衛隊による軽装甲車の展示・乗車体験が行わ

れるなど、親子で楽しみながら体験する姿がみ

られました。

　また、館内フロアエリアでは非常食の試食や

防災に関するパネルが展示されるなど、参加者

の防災意識を高めるにふさわしいイベントとな

りました。

（※）全議員でイベントに参加しました。

表紙の写真

長野原町防災フェスタ

〒
３
７
７
－
１
３
９
２
　
群

馬
県
吾

妻
郡

長
野
原

町
大

字
長

野
原

６
６
－
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
０
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
１
１
５

発
行
：
長
野
原
町
議
会

平
成
２
９
年
７
月
第
１
１
２
号

平
成
２
９
年
７
月
１
４
日
発
行

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

　

５
月
16
日
（
火
）
に
開
か

れ
た
議
会
臨
時
会
で
、
浅
沼

議
長
を
は
じ
め
各
委
員
会
等

の
議
会
構
成
が
一
新
さ
れ
ま

し
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
の
本
体
工
事

は
、
３
年
後
の
完
成
に
向
け

進
捗
率
が
20
％
を
越
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
活
再

建
事
業
も
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
役
場
新
庁
舎
・

住
民
総
合
セ
ン
タ
ー
も
８
月

に
は
着
工
さ
れ
、
来
年
10
月

末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

変
わ
り
ゆ
く
町
の
未
来
が
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

広
報
委
員

　

委
員
長　

黒
岩　
　

巧

　

委
　
員　

牧
山　
　

明

　
　
　
　
　

浅
井　
　

進

　
　
　
　
　

冨
澤　

重
男


